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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第30期
第２四半期
連結累計期間

第31期
第２四半期
連結累計期間

第30期
第２四半期
連結会計期間

第31期
第２四半期
連結会計期間

第30期

会計期間

自  平成20年
    ９月１日
至  平成21年
    ２月28日

自  平成21年
    ９月１日
至  平成22年
    ２月28日

自  平成20年
    12月１日
至  平成21年
    ２月28日

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
    ２月28日

自  平成20年
    ９月１日
至  平成21年
    ８月31日

売上高 (千円) 3,236,3831,632,2531,720,937687,4656,098,853

経常利益又は経常損失(△)(千円) 306,614 2,475 204,611△89,901 452,753

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) 86,509△15,147 76,874△76,567 99,733

純資産額 (千円) ― ― 5,353,5845,115,7225,244,671

総資産額 (千円) ― ― 6,937,8837,264,8896,564,690

１株当たり純資産額 (円) ― ― 708.01 687.26 704.57

１株当たり四半期(当期)純
利益金額又は四半期純損失
金額(△)

(円) 11.38 △2.04 10.17 △10.29 13.19

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 77.2 70.4 79.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 322,888371,817 ― ― 330,146

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 511,318△497,014 ― ― 177,398

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △165,674△93,145 ― ― △332,414

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,321,762604,888827,895

従業員数 (名) ― ― 722 750 791

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第30期第２四半期連結累計期間及び第30期第２四半期連結会計期間並びに前連結会計年度の潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　第31期第２四半期連結累計期間及び第31期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社トーセ(E05042)

四半期報告書

 2/30



２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年２月28日現在

従業員数(名) 750(161)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は、（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年２月28日現在

従業員数(名) 548(140)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は、（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【開発、受注及び販売の状況】

(1) 開発実績

当第２四半期連結会計期間における開発実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

す。
　

事業の種類別セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

ゲームソフト開発事業 55,365 6.5

モバイル・インターネット開発事業 272,502 103.8

その他事業 135,131 65.9

合計 462,999 35.1

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３　モバイル・インターネット開発事業及びその他事業には、運営業務に係る売上高が含まれております。

　

(2) 受注状況

当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

す。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

ゲームソフト開発事業 148,573 12.4 2,251,896 119.4

モバイル・インターネット開発事業 189,794 72.8 113,340 57.8

その他事業 68,812 38.3 301,482 93.9

合計 407,180 24.8 2,666,719 111.0

(注) 　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

す。
　

事業の種類別セグメントの名称 金額(千円)
前年同四半期比

(％)

ゲームソフト開発事業 99,876 9.9

モバイル・インターネット開発事業 424,542 96.2

その他事業 163,045 61.1

合計 687,465 40.0

(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

　

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

株式会社カプコン 460,452 26.8 ─ ─

株式会社スクウェア・エニックス 188,566 11.0 87,442 12.7

株式会社ディー・エヌ・エー ─ ─ 71,580 10.4

　
３　株式会社カプコンは、当第２四半期連結会計期間においては相手先別の販売実績の総販売実績に対する割合が

100分の10未満であるため、記載を省略しております。

４　株式会社ディー・エヌ・エーは、前第２四半期連結会計期間においては相手先別の販売実績の総販売実績に対

する割合が100分の10未満であるため、記載を省略しております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについては重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善や緊急経済対策の効果などを背景

に、景気の持ち直しが見られました。依然として厳しいながらも、徐々に回復の兆しが見られた雇用・所

得環境を受けて、個人消費も底堅く推移しました。しかし、海外景気の下振れ懸念、デフレの影響など、景

気を下押しするリスクは存在し、また持ち直し傾向が見られる雇用情勢についても悪化懸念は残ってお

り、依然として厳しい状況にあります。

家庭用ゲームソフト業界では、各ゲームハードメーカーがゲーム機器の値下げや新型ゲーム機器の販

売を実施した中、各ソフトメーカーの主力大型タイトルの販売は好調に推移したものの、全般的には前期

と同様にゲームソフトの販売本数は伸び悩む傾向にあります。また、海外市場におけるゲームソフトの違

法コピーの影響も残る中で、現行ゲーム機器の普及にも一服感がある上、次世代ゲーム機器への対応も含

め、新旧いずれのゲーム機器にてゲームソフトを開発・販売するのかを見定める時期も重なって、新タイ

トルの投入については各ソフトメーカーともに慎重な姿勢を崩しておりません。さらに、従来のパッケー

ジ版のゲームソフトよりも、比較的開発期間・開発金額が小規模であるダウンロード販売形式のゲーム

ソフトが増加したことにより、開発プロジェクトの縮小傾向が顕著となりました。

モバイル・インターネット業界では、ｉＰｈｏｎｅ（アイフォーン）などに代表されるスマートフォ

ンの台頭、ソーシャル・ネットワーキング・サービス（以下「ＳＮＳ」という。）向けゲーム市場におけ

る「オープン化」（ＳＮＳ事業者以外の外部企業で開発されたコンテンツが各ＳＮＳサイトで提供され

ること。）などが注目を集めました。

スマートフォンでは、従来の手軽に楽しめるコンテンツに加え、高性能・大型コンテンツの配信が可能

となりました。機能や容量が大幅に増えたことにより、スマートフォンでダウンロードするコンテンツ

と、家庭用ゲーム機器でダウンロードする配信版ソフトとの垣根がなくなり、スマートフォンと家庭用

ゲーム機器でのマルチ展開やスマートフォンから家庭用ゲーム機器へのソフトの移植も可能となりまし

た。しかし、大型コンテンツの配信が可能ではあるものの、スマートフォン向けコンテンツ市場において

は、小型コンテンツに需要が集中しており、小型コンテンツが圧倒的多数を占めております。さらに、個人

作成のコンテンツと各ソフトメーカー作成のコンテンツが混在しつつ膨大な量のコンテンツが配信され

ており、無料のものを含め、販売価格帯にも大きな幅がある状態となっております。

ＳＮＳ向けコンテンツ市場においては、スマートフォン向けコンテンツ市場と同様に、小型のカジュア

ルゲームが市場の多数を占めていることに加えて、コンテンツの入れ替わりが激しい状態となっており

ます。

いずれの市場においても、多くの企業が、ビジネスモデルを未だ確立できておらず、安定的な収益を確

保すべく、現時点でも引き続きビジネスモデルを模索している段階といえます。さらに、これらの新市場

に従来の携帯電話向けコンテンツ市場からユーザが流出し、従来のコンテンツビジネスを圧迫する傾向

も見受けられました。

このような事業環境の変化を受けて当社グループにおきましても、開発スケジュール・開発内容の変

更や中止案件が発生したこと、さらに、大型タイトルで企画内容の大幅な変更に伴って、取引内容の変更

が発生し、売上計上時期が大幅に変動することなどから、開発売上に大きな影響が及びました。また、顧客

である各コンテンツプロバイダで運営サイトの見直しが行われた結果、不採算サイトの統合・廃止が発

生し、運営売上に影響が及びました。
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これらの結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は６億87百万円（前年同四半期比60.0％減）、営業

損失１億６百万円（前年同四半期は１億92百万円の営業利益）、経常損失89百万円（前年同四半期は２

億４百万円の経常利益）、四半期純損失76百万円（前年同四半期は76百万円の四半期純利益）となりま

した。

また、ゲームソフトの大型化や海外市場の拡がりを見込み、開発子会社の設立と新しい事業拠点２ヵ所

を設置するなど、３年前から開発体制の増強を行ってまいりましたが、前期からの世界的な景気の低迷や

ゲームソフトの違法コピー問題、今期においては現行ゲーム機器から次世代ゲーム機器に移行する過渡

期も重なって、事業環境が大きく変化したことから、当第２四半期連結会計期間において、開発需要への

調整の一環として名古屋開発センターを閉鎖しました。

　

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　

①ゲームソフト開発事業

ニンテンドーＤＳ向けで国内・北米・欧州に展開する大型タイトルや、Ｗｉｉ、プレイステーション

３、Ｘｂｏｘ３６０、パソコン向けにマルチ展開するタイトルなどにおいて開発スケジュールの変更が発

生し、開発完了数に大きく影響を与えました。それ以外では、ニンテンドーＤＳ向け大型１タイトル、小型

１タイトル、ニンテンドーＤＳｉウェア向け１タイトル、パソコン向け３タイトルで開発スケジュールの

変動が発生し、開発完了時期が第３四半期連結会計期間以降となりました。また、開発スケジュールの変

更により、当初第２四半期連結会計期間で開発完了する予定であったニンテンドーＤＳ向け１タイトル、

プレイステーション・ポータブル向けオンライン配信専用ゲーム１タイトルを、第１四半期連結会計期

間に開発完了することができました。さらに、ゲームソフト業界の事業環境の変化を受けて、顧客である

各ソフトメーカーでプロジェクトの見直しが行なわれた結果、ニンテンドーＤＳ向け１タイトル、ニンテ

ンドーＤＳｉウェア向け２タイトルで中止が発生しました。しかし、中国子会社でプレイステーション・

ポータブル向け１タイトル、さらに当社ではニンテンドーＤＳｉウェア向け１タイトルの合計２タイト

ルを新規案件として開発完了することができました。これらの結果、ニンテンドーＤＳｉウェア向け1タ

イトル、プレイステーション・ポータブル向け1タイトルの合計２タイトルを開発完了しました。

開発売上につきましては、上記のスケジュールの変動により大きな影響を受け、さらに、来期以降に開

発完了予定の大型タイトルの試作品に関する開発売上で、企画内容の大幅な変更に伴う取引内容の変更

が発生し、売上計上時期が変動したことも、開発売上の大きな変動要因となりました。これらの結果、開発

売上は55百万円となりました。

ロイヤリティ売上につきましては、前期に開発完了した海外向けタイトルの販売が想定以上に伸びた

ことにより、44百万円となりました。

これらの結果、当事業の当第２四半期連結会計期間の売上高は、99百万円（前年同四半期比90.1％減）

と、営業利益７百万円（前年同四半期比96.8％減）となりました。
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②モバイル・インターネット開発事業

ｉＰｈｏｎｅ向け３タイトルを含む大型６タイトル、小型複数タイトルにおいて開発スケジュールの

変更やハードの変更よる受注時期の遅延、受注に至らなかった案件が発生しました。特に、ｉＰｈｏｎｅ

向け大型タイトルでは、前述のスマートフォン向けコンテンツ市場の動向を受けて、顧客である各コンテ

ンツプロバイダでハードの見直しなどのプロジェクトの見直しが行われ、開発スケジュールの変更が多

数発生しました。また、大型１タイトルでハードが変更された結果、当事業ではなくその他事業において

売上計上となった案件が発生しました。しかし、第１四半期連結会計期間からずれ込んだ大型案件１タイ

トルと、新規案件として、ｉＰｈｏｎｅ向け２タイトルを開発完了することができました。これらの結果、

開発完了タイトル数は大型案件５タイトルを含む13タイトルとなり、開発売上は１億83百万円となりま

した。

運営サイトにつきましては、ｉＰｈｏｎｅ向けコンテンツ市場やＳＮＳ向けコンテンツ市場へのユー

ザの流出を受け、顧客である各コンテンツプロバイダで運営サイトの見直しが行われた結果、不採算サイ

トの統合・廃止が発生しました。これらの結果、運営売上は88百万円となりました。しかし、ロイヤリティ

売上は新規、既存サイトともに好調で１億52百万円となりました。

これらの結果、当事業の当第２四半期連結会計期間の売上高は４億24百万円（前年同四半期比3.8％

減）、営業利益89百万円（前年同四半期比23.2％減）となりました。

　

③その他事業

プレイステーション・ポータブル向けオンライン配信専用コンテンツにおいて、第１四半期連結会計

期間より開発スケジュールが変更となった１タイトルを含む２タイトル、モバイルコンテンツよりハー

ドが変更された１タイトルを開発完了できたことにより、開発完了タイトル数は３タイトルとなりまし

た。パチンコ・パチスロ関連の部分作業において、開発スケジュールの変更に伴い、来期以降への計上と

なった案件が発生したものの、前期に開発完了したパチンコ・パチスロ関連タイトルの追加作業を新た

に受注することができました。さらに、当社においてパソコンやその他のハード向け部分作業などの小型

案件を複数受注することができたことに加え、子会社トーセ沖縄においても、デザイン作業などの部分作

業を中心に、想定していた以上に小型案件を受注することができました。これらの結果、開発売上は１億

30百万円となりました。

運営売上につきましては、コミック配信事業において業務内容の変更が発生したことから、４百万円と

なりました。

ロイヤリティ売上につきましては、カラオケ配信事業が好調に推移した結果、27百万円となりました。

これらの結果、当事業の当第２四半期連結会計期間の売上高は１億63百万円（前年同四半期比38.9％

減）、営業利益38百万円（前年同四半期比11.5％減）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産残高は、72億64百万円となり、前連結会計年度末と比較し

て７億円増加いたしました。資産の部におきましては、流動資産が５億44百万円増加しております。これ

は主に、仕掛品、有価証券が増加した一方で、売掛金が減少したことなどによるものであります。また、固

定資産が１億55百万円増加しております。これは主に、開発拠点の集約による開発の効率化及び原価低減

を図るため建物及び構築物、土地を取得したことにより増加した一方で、一年内に満期日が到来する投資

有価証券を流動資産に振り替えたことなどによるものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末と比較して８億29百万円増加しております。これは主に、前受

金、賞与引当金が増加した一方で、未払法人税等が減少したことによるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末と比較して１億28百万円減少しております。これは主に、利

益剰余金が１億８百万円減少したことによるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連

結会計期間末と比較して３億92百万円減少し、６億４百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、74百万円（前年同四半期は３億58百万円の資金獲得）となりました。

収入の主な内訳は、前受金の増加額５億22百万円、賞与引当金の増加額49百万円によるものであります。

一方で支出の主な内訳は、たな卸資産の増加額４億９百万円、税金等調整前四半期純損失が１億８百万円

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、２億70百万円（前年同四半期は４億82百万円の資金獲得）となりま

した。これは主に、投資有価証券の売却による収入58百万円などがあった一方で、有形固定資産の取得に

よる支出１億48百万円、定期預金の預入による支出１億30百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は２億円（前年同四半期は０百万円の資金使用）となりました。これは

主に、短期借入金の返済による支出２億円によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

および新たに生じた課題はありません。

なお、当社は財務および事業方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等は次のとおりであります。

当社は、「縁の下の力持ち」を合言葉に、特定の資本系列下ではない独立系のゲームソフト開発会社と

して、長年に亘り、家庭用ゲームソフト業界や携帯電話業界などエンタテインメント系ソフトウェア業界

の幅広い顧客からソフトウェアの開発を受託してまいりました。当社が独立系として特定の資本系列や

グループにとらわれず全方位的なサービス提供を行っていくことは、今後も当社の企業価値を維持・向

上させ得る重要な要素の一つと考えております。また、ソフトウェア開発を受託していく中で幅広い顧客

から提供を受けた様々かつ有益な情報や技術は、当社の中に蓄積されそれらが有機的に結合することで、

革新的なソフトウェア開発に活かされ、めまぐるしく変化する事業環境の中で活路を切り開く原動力と

なってきました。それゆえ特定の者による当社株式の大量取得は、当社の経営環境に大きな影響を与える

可能性があり、当社の企業価値の根幹に関わるものと考えます。

現在のところ、近い将来に当社株式の大量買付けに係る具体的な動きが発生することを予想しており

ませんので、当社といたしましては、そのような買収者が出現した場合の防衛策を予め定めておりませ

ん。

但し、当社株式の取引や株主の異動状況を常に注視するとともに、株式の大量取得に係る具体的な動き

が発生した場合には、直ちに最も適切と考えられる措置を講じてまいります。

なお、買収防衛策の導入につきましても、重要な経営課題の一つとし、買収行為を巡る法制度や関係当

局の判断・見解、世間の動向などを注視しながら、今後も継続して検討を行ってまいります。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、3,407千円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、以下の設備の新設が完了いたしました。

（提出会社）

事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの名称

設備の内容

投資価額(千円) 従業
員数
(名)

完了年月
建物及び
構築物

工具器具
備品

土地
(面積㎡)

その他 合計

西大路開発
センター
(京都市右京区)

ゲームソフト開発事
業、モバイル・イン
ターネット開発事業

開発業務
設備

441,98911,169230,009(1,010.33)336683,505165(73)平成22年２月

(注)　１　開発拠点の集約による開発の効率化及び原価低減を図るためであり、能力の増加はありません。

２　「建物及び構築物」及び「土地」の投資価額には、前連結会計年度において計上済みの「建物及び構築物」

198,921千円及び「土地」202,688千円が含まれております。

３　投資価額のうち「その他」は長期前払費用であります。

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 31,000,000

計 31,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年２月28日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年４月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,763,040 7,763,040

東京証券取引所
（市場第一部）
大阪証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 7,763,040 7,763,040― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年12月１日～
平成22年２月28日

─ 7,763,040 ─ 967,000 ─ 1,313,184
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(5) 【大株主の状況】

平成22年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

齋　藤　　　茂 京都府乙訓郡大山崎町 1,404 18.08

齋　藤　真　也 京都府長岡京市 567 7.30

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社

東京都中央区晴海１丁目８番11号 347 4.48

株式会社京都銀行
京都市下京区烏丸通松原上る
薬師前町700番地

311 4.00

齋　藤　　　豊 京都府乙訓郡大山崎町 302 3.90

資産管理サービス信託銀行株式
会社

東京都中央区晴海町１丁目８番12号 287 3.70

齋　藤　一　枝 京都府乙訓郡大山崎町 221 2.85

京都中央信用金庫
京都市下京区四条通室町東入
函谷鉾町91番地

130 1.67

齋　藤　千　恵　子 京都府乙訓郡大山崎町 120 1.54

トーセ従業員持株会 京都府乙訓郡大山崎町下植野二階下13 75 0.97

計 ― 3,767 48.53

(注) １　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 347千株

資産管理サービス信託銀行株式会社 287千株

２　上記のほか、自己株式が319千株（4.11％）あります。

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ─

議決権制限株式(その他) ― ― ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 319,300
― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,349,500 73,495 ─

単元未満株式 普通株式 94,240 ― ─

発行済株式総数 7,763,040 ― ─

総株主の議決権 ― 73,495 ─

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,360株（議決権33個）含

まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式85株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成22年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社トーセ

京都府乙訓郡大山崎町下
植野二階下13

319,300 ─ 319,300 4.11

計 ― 319,300 ─ 319,300 4.11

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成21年９月 10月 11月 12月 平成22年１月 ２月

最高(円) 670 637 620 609 653 643

最低(円) 620 609 551 563 603 602

(注)　最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年12月１日から平成21年２月28日まで)及び前第２四半期連結

累計期間（平成20年９月１日から平成21年２月28日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第２四半期連結会計期間（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）及び当第２四半期連結累計期

間（平成21年９月１日から平成22年２月28日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成

しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年12月１

日から平成21年２月28日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年９月１日から平成21年２月28日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第２四半期

連結会計期間（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年

９月１日から平成22年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツ

により四半期レビューを受けております。

なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人

トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,414,888 1,487,895

売掛金 276,335 602,838

有価証券 152,876 56,088

仕掛品 2,037,381 1,300,165

繰延税金資産 96,448 28,149

その他 75,601 34,127

貸倒引当金 △2,378 △2,683

流動資産合計 4,051,153 3,506,581

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,198,327 937,088

減価償却累計額 △373,523 △410,881

建物及び構築物（純額） 824,804 526,206

工具、器具及び備品 333,903 338,970

減価償却累計額 △260,791 △268,811

工具、器具及び備品（純額） 73,111 70,158

土地 705,945 663,871

その他 89,476 89,476

減価償却累計額 △82,697 △81,102

その他（純額） 6,779 8,373

有形固定資産合計 1,610,641 1,268,610

無形固定資産

ソフトウエア 36,133 44,574

電話加入権 2,135 2,135

無形固定資産合計 38,268 46,709

投資その他の資産

投資有価証券 635,852 752,387

繰延税金資産 114,304 128,889

投資不動産 359,751 411,232

減価償却累計額 △30,091 △32,786

投資不動産（純額） 329,659 378,445

その他 581,494 581,849

貸倒引当金 △96,483 △98,782

投資その他の資産合計 1,564,826 1,742,789

固定資産合計 3,213,735 3,058,109

資産合計 7,264,889 6,564,690
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 34,237 53,339

未払法人税等 77,870 128,095

前受金 1,348,231 635,642

賞与引当金 161,890 13,269

役員賞与引当金 2,330 －

その他 281,437 254,958

流動負債合計 1,905,996 1,085,304

固定負債

役員退職慰労引当金 201,395 195,487

その他 41,774 39,226

固定負債合計 243,169 234,713

負債合計 2,149,166 1,320,018

純資産の部

株主資本

資本金 967,000 967,000

資本剰余金 1,313,184 1,313,184

利益剰余金 3,231,872 3,340,068

自己株式 △316,532 △316,434

株主資本合計 5,195,524 5,303,818

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △74,577 △64,492

為替換算調整勘定 △5,224 5,346

評価・換算差額等合計 △79,801 △59,146

純資産合計 5,115,722 5,244,671

負債純資産合計 7,264,889 6,564,690
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成21年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成22年２月28日)

売上高 3,236,383 1,632,253

売上原価 2,452,865 1,137,651

売上総利益 783,518 494,601

販売費及び一般管理費 ※
 504,526

※
 493,162

営業利益 278,992 1,439

営業外収益

受取利息 6,831 4,349

受取配当金 3,102 3,191

持分法による投資利益 11,073 －

不動産賃貸料 23,150 23,126

雑収入 8,788 16,240

営業外収益合計 52,946 46,907

営業外費用

支払利息 － 1,313

持分法による投資損失 － 13,041

為替差損 4,413 7,179

不動産賃貸費用 15,685 16,070

雑損失 5,224 8,265

営業外費用合計 25,323 45,871

経常利益 306,614 2,475

特別利益

貸倒引当金戻入額 900 643

退職給付制度改定益 24,771 －

持分変動利益 － 24,433

特別利益合計 25,671 25,076

特別損失

有形固定資産除却損 2,488 11,753

投資有価証券売却損 1,860 481

投資有価証券評価損 83,627 10,034

退職給付費用 715 －

事務所移転費用 7,605 －

特別損失合計 96,298 22,268

税金等調整前四半期純利益 235,987 5,283

法人税、住民税及び事業税 174,532 65,620

法人税等調整額 △25,055 △45,189

法人税等合計 149,477 20,431

四半期純利益又は四半期純損失（△） 86,509 △15,147
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年12月１日
　至 平成21年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年２月28日)

売上高 1,720,937 687,465

売上原価 1,297,004 537,621

売上総利益 423,932 149,843

販売費及び一般管理費 ※
 231,008

※
 256,424

営業利益又は営業損失（△） 192,924 △106,580

営業外収益

受取利息 3,146 2,192

受取配当金 1,736 1,908

為替差益 1,613 4,434

不動産賃貸料 11,064 11,982

雑収入 11,625 15,214

営業外収益合計 29,185 35,733

営業外費用

支払利息 － 1,030

持分法による投資損失 6,119 9,853

不動産賃貸費用 11,378 7,489

雑損失 － 680

営業外費用合計 17,498 19,053

経常利益又は経常損失（△） 204,611 △89,901

特別利益

貸倒引当金戻入額 900 643

特別利益合計 900 643

特別損失

有形固定資産除却損 154 8,811

有形固定資産売却損 － 481

投資有価証券評価損 22,405 10,034

事務所移転費用 7,605 －

特別損失合計 30,165 19,326

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

175,345 △108,584

法人税、住民税及び事業税 108,497 29,671

法人税等調整額 △10,026 △61,688

法人税等合計 98,471 △32,016

四半期純利益又は四半期純損失（△） 76,874 △76,567
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成21年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成22年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 235,987 5,283

減価償却費 49,954 44,547

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8,649 5,907

退職給付引当金の増減額（△は減少） △24,667 △540

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,215 △2,603

賞与引当金の増減額（△は減少） 183,326 148,620

受取利息及び受取配当金 △9,933 △7,540

支払利息 － 1,313

為替差損益（△は益） 4,413 7,179

投資有価証券評価損益（△は益） 83,627 10,034

投資有価証券売却損益（△は益） 1,860 481

持分法による投資損益（△は益） △11,073 13,041

持分変動損益（△は益） － △24,433

固定資産除却損 2,488 11,753

売上債権の増減額（△は増加） △136,235 326,502

たな卸資産の増減額（△は増加） 283,155 △736,932

前受金の増減額（△は減少） △254,372 712,589

仕入債務の増減額（△は減少） △8,857 △19,101

その他 △6,903 △4,787

小計 372,905 491,314

利息及び配当金の受取額 8,477 5,461

利息の支払額 － △1,313

法人税等の支払額 △58,494 △123,645

営業活動によるキャッシュ・フロー 322,888 371,817

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 560,000 △150,000

有形固定資産の取得による支出 △17,867 △338,649

無形固定資産の取得による支出 △21,823 △2,485

投資有価証券の取得による支出 － △65,203

投資有価証券の売却による収入 2,951 58,924

貸付金の回収による収入 16,000 －

関係会社株式の取得による支出 △29,835 －

その他 1,892 399

投資活動によるキャッシュ・フロー 511,318 △497,014

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △69,906 △98

配当金の支払額 △95,768 △93,047

財務活動によるキャッシュ・フロー △165,674 △93,145

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,005 △4,664

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 660,527 △223,006

現金及び現金同等物の期首残高 661,234 827,895

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,321,762

※
 604,888
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日)

会計処理基準に関する事項の変更 工事契約に関する会計基準の適用

受注制作ソフトウェアに係る収益の計上基準については、従来、工

事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基

準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成

19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期

連結会計期間に着手した受注契約から、当第２四半期連結会計期間

末までの進捗部分について、成果の確実性が認められる受注契約に

ついては工事進行基準（工事進捗率の見積りは原価比例法）を、そ

の他の受注契約については工事完成基準を適用しております。

なお、当第２四半期連結累計期間においては、工事進行基準の適用

要件を満たす受注契約が存在しないため、損益に与える影響はあり

ません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日)

１　法人税等の算定方法 法人税の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除

項目を重要なものに限定する方法によっております。

２　繰延税金資産の算定方法 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以

降に経営環境等に著しい変化が認められないことから、前連結会計年

度末において使用した将来の業績予測等を利用する方法によっており

ます。　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日
至　平成21年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 62,418千円

給与手当 112,894千円

賞与引当金繰入額 29,644千円

退職給付費用 2,286千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,937千円

役員賞与引当金繰入額 6,000千円

支払手数料 52,754千円

研究開発費 26,869千円

※　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 118,846千円

賞与引当金繰入額 24,122千円

退職給付費用 2,490千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,907千円

役員賞与引当金繰入額 2,330千円

　 　
　 　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 30,458千円

給与手当 56,356千円

賞与引当金繰入額 12,791千円

退職給付費用 1,146千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,925千円

支払手数料 23,086千円

研究開発費 2,386千円

※　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 58,662千円

賞与引当金繰入額 8,507千円

退職給付費用 1,252千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,936千円

　 　
　 　
　 　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日
至　平成21年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年２月28日現在)

現金及び預金 2,001,762千円

預入期間が３か月超の定期預

金
△680,000千円

現金及び現金同等物 1,321,762千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年２月28日現在)

現金及び預金 1,414,888千円

預入期間が３か月超の定期預

金
△810,000千円

現金及び現金同等物 604,888千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年２月28日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年９月１日　

至　平成22年２月28日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,763,040

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 319,385

　

３　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年11月26日
定時株主総会

普通株式 93,047 12.50平成21年８月31日 平成21年11月27日 利益剰余金

　

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年４月７日
取締役会

普通株式 93,045 12.50平成22年２月28日 平成22年５月25日 利益剰余金

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)

　

　
ゲームソフト
開発事業
(千円)

モバイル・イ
ンターネット
開発事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,012,643441,275267,0181,720,937 ― 1,720,937

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ (─) ―

計 1,012,643441,275267,0181,720,937 (─) 1,720,937

営業利益 231,889116,49243,469391,852(198,928)192,924

(注)　１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品

(1)　ゲームソフト開発事業……………………ゲームソフトの企画・開発

(2)　モバイル・インターネット開発事業……コンテンツの企画・開発、コンテンツを提供するサーバーの保守

管理

(3)　その他事業…………………………………eコマースの運営、その他

　

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年12月１日　至　平成22年２月28日)

　

　
ゲームソフト
開発事業
(千円)

モバイル・イ
ンターネット
開発事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

99,876424,542163,045687,465 ─ 687,465

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ (─) ―

計 99,876424,542163,045687,465 (─) 687,465

営業利益又は営業損失（△） 7,413 89,471 38,449135,335(241,916)△106,580

(注)　１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品

(1)　ゲームソフト開発事業……………………ゲームソフトの企画・開発

(2)　モバイル・インターネット開発事業……コンテンツの企画・開発、コンテンツを提供するサーバーの保守

管理

(3)　その他事業…………………………………eコマースの運営、その他
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前第２四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成21年２月28日)

　

　
ゲームソフト
開発事業
(千円)

モバイル・イ
ンターネット
開発事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,841,860877,341517,1813,236,383 ― 3,236,383

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ (─) ―

計 1,841,860877,341517,1813,236,383 (─) 3,236,383

営業利益 397,388222,49988,745708,633(429,641)278,992

(注)　１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品

(1)　ゲームソフト開発事業……………………ゲームソフトの企画・開発

(2)　モバイル・インターネット開発事業……コンテンツの企画・開発、コンテンツを提供するサーバーの保守

管理

(3)　その他事業…………………………………eコマースの運営、その他

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日)

　

　
ゲームソフト
開発事業
(千円)

モバイル・イ
ンターネット
開発事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

511,762788,177332,3131,632,253 ― 1,632,253

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ (─) ―

計 511,762788,177332,3131,632,253 (─) 1,632,253

営業利益 180,066169,015105,858454,940(453,501)1,439

(注)　１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品

(1)　ゲームソフト開発事業……………………ゲームソフトの企画・開発

(2)　モバイル・インターネット開発事業……コンテンツの企画・開発、コンテンツを提供するサーバーの保守

管理

(3)　その他事業…………………………………eコマースの運営、その他

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)及び当第２四半期連結会計

期間(自　平成21年12月１日　至　平成22年２月28日)

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成21年２月28日)及び当第２四半期連結累計

期間(自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日)

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)及び当第２四半期連結会計

期間(自　平成21年12月１日　至　平成22年２月28日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成21年２月28日)及び当第２四半期連結累計

期間(自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日)

前連結会計年度末
(平成21年８月31日)

　 　

１株当たり純資産額 687円26銭
　

　 　

１株当たり純資産額 704円57銭
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結会計期間末

(平成22年２月28日)
前連結会計年度末
(平成21年８月31日)

純資産の部の合計額(千円) 5,115,722 5,244,671

普通株式に係る純資産額(千円) 5,115,722 5,244,671

差額の主な内訳(千円) ― ─

普通株式の発行済株式数(千株) 7,763 7,763

普通株式の自己株式(千株) 319 319

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式

の数(千株)
7,443 7,443
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２　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日
至　平成21年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日)

１株当たり四半期純利益金額 11円38銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純損失金額(△) △2円04銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注)　１　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

２　当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日
至　平成21年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失(△)(千円)

86,509 △15,147

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)(千円)

86,509 △15,147

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,599 7,443

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日)

１株当たり四半期純利益金額 10円17銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純損失金額(△) △10円29銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注)　１　前第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

２　当第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失(△)(千円)

76,874 △76,567

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)(千円)

76,874 △76,567

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,561 7,443

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

第31期(平成21年９月１日から平成22年８月31日まで)中間配当については、平成22年４月７日開催の取

締役会において、平成22年２月28日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 93,045千円

②　１株当たりの金額 12円50銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成22年５月25日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年４月８日

株式会社トーセ

取　締　役　会　　御　中
　

監査法人トーマツ 　

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　村　　基　　夫　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　西　　村　　　　　猛　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　山　　　　　聡　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社トーセの平成20年９月１日から平成21年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成

20年12月１日から平成21年２月28日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年９月１日から平成21年２月

28日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トーセ及び連結子会社の平成21年２

月28日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年４月９日

株式会社トーセ

取　締　役　会　　御　中

　

有限責任監査法人トーマツ 　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　村　　基　　夫　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　山　        聡　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社トーセの平成21年９月１日から平成22年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成

21年12月１日から平成22年２月28日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年９月１日から平成22年２月

28日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トーセ及び連結子会社の平成22年２

月28日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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